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過敏性腸症候群有症状者を対象とした 

効果的な eHealth システムの開発に成功 
 

発表のポイント 

 過敏性腸症候群（IBS）有症状者を対象とした eHealth システムを新規構築した。 

 eHealth システムを利用したセルフマネジメントプログラムにより、IBS 症状の重症度を減少さ

せることに成功。 

 今回開発した eHealth プログラムは、IBS 以外の慢性疾患のセルフマネジメントのために応用で

きると期待できる。 

 

早稲田大学人間科学学術院の田山 淳（たやま じゅん）教授、埼玉県立大学の濱口 豊太（はまぐち とよ

ひろ）教授らの研究グループは、過敏性腸症候群（IBS）有症状者を対象とした eHealth システムを用いた

8 週間のセルフマネジメントプログラムにより、IBS 関連マーカーが有意に軽減することを発見しました。

主要な結果として、「IBS 重症度スコア」の顕著な改善が見られるとともに、門レベルの腸内細菌であるシ

アノバクテリア（cyanobacteria）の減少が認められました。 

 

 
 

図１：A eHealth 実施群、B eHealth 未実施群。IBS-SI は IBS 症状の重症度を 500 満点で評価する質問紙。 

点数が低いほど症状が軽いため、eHealth 実施群は介入後に改善を示している。 
 

 

本研究成果は、『Scientific Reports』（論文名：Efficacy of an eHealth self-management program in 

reducing irritable bowel syndrome symptom severity: A randomized controlled trial）にて、2024

年 1 月 3 日（水）に掲載されました。 
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（１）これまでの研究で分かっていたこと 

IBS の重症度、Quality of life（QOL）を正常化するためのセルフマネジメント法として、自身で IBS 症

状をコントロールする方法が記載されているセルフヘルプガイドブックを用いた方法が有効であることが

2 件のランダム化比較試験によりこれまで明らかにされていました。しかしながら、ユーザーにアクセシビ

リティの良い運用が十分にはなされておらず、PC、タブレット、スマートフォン等を用いたセルフマネジ

メントが行えていない状況でした。 

 

（２）今回の研究で新たに実現しようとしたこと、明らかになったこと 

最初に、既にランダム化比較試験で IBS 症状の軽減に寄与することが明らかになっている IBS のセルフ

ヘルプガイドブックを日本語に翻訳し、章立て、内容等を eHealth コンテンツ用に加除修正し、eHealth シ

ステムを構築しました。研究では、この eHealth ベースのセルフマネジメントプログラムが、IBS の重症

度を軽減できるという仮説検証を目的としました。eHealth 群（n＝21）と、eHealth 未実施群（n＝19）

を比較する無盲検単純無作為化比較試験を行い、eHealth 群は、8 週間、コンピュータとモバイルデバイス

でセルフマネジメントコンテンツに無制限にアクセスすることができました。主要アウトカムは IBS 重症

度評価表（IBS-SI）とし、副次的アウトカムは QOL、腸内細菌、脳波とし、ベースライン時と 8 週目に各

測定を実施しました。結果として eHealth によって主要アウトカムである IBS の重症度が軽減することが

明らかになりました。さらに、副次的アウトカムに関しては、脳波は変化がなかったものの、QOL の上昇、

門レベルの腸内細菌である Cyanobacteria の減少が認められました。したがって、eHealth ベースのセル

フマネジメントプログラムにより、IBS 症状の重症度を減少させることに成功しました。 

 

（３）研究の波及効果や社会的影響 

IBS は慢性疾患ですが、慢性疾患の症状改善には長い期間を要することが知られています。本研究では慢

性疾患のうち IBS のみをターゲットとして、彼ら自身が症状と長期間上手に付き合っていくためのセルフ

マネジメント法としての eHealth プログラムの効果を明らかにしました。IBS 症状を自助努力によってコ

ントロールできることが本研究によって示されたことから、IBS 以外の慢性疾患のセルフマネジメントに

対しても、eHealth プログラムが応用できる可能性があります。 

 

（４）今後の課題 

本研究で用いた eHealth プログラムは IBS 症状の重症度、QOL に加えて腸内細菌についても正常化しま

した。これらの正常化は、食事、運動、ストレス等の改善によってもたらされた可能性がありますが、具体

的に何を媒介にした正常化なのかは本研究では明らかにできません。今後は、eHealth プログラムが、主に

何を媒介して IBS 症状を改善しているのかの検討が必要です。 

 

（５）研究者のコメント 

IBS の症状の持続や増悪の主因として、食の関与が大きいことが各国の消化器学会等で発表されていま

す。今回の研究では、IBS の重症度と共に脳腸の両マーカーも用いて eHealth プログラムの介入効果を検

討しました。今後もどのような食物摂取が消化器症状を正常化するかについての脳腸相関研究が必要不可
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欠であり、そのエビデンスを取り入れた無作為化比較試験も重要になってくるであろうと考えています。 
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